拝啓　厳しい暑さが続いておりますが、いかがお過ごしでございましょうか。

　おかげ様をもちまして、私（わが家）は元気に過ごしておりますのでご安心ください。

　さて、このたびはけっこうなお中元の品をいただきまして、誠にありがとうございました。いつもながらのお心遣い、厚くお礼申し上げます。

　平素はこちらこそお世話になっておりますのに、お心にかけていただき恐縮しております。

　酷暑の続きます折柄、夏ばてなどなさいませんよう、くれぐれもご自愛くださいませ。

　まずはとりあえず、書中をもちましてお礼申し上げます。

敬具

